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平成17年3月期（第2期）配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成17年3月期末の1株当たり配当予想について、下記のとおり修正すること

といたしましたのでお知らせします。 

 

 

記 

 
 
１． 配当予想修正の理由 
   当社は、昨年 9 月に株式会社北海道銀行と経営統合し、新たな広域地域金融グルー
プとして改めて経営健全化計画を策定し、経営の強化を図ってまいりました。その結

果、平成 17年 3月期の業績は、昨年 11月に公表したものを上回る実績を確保する見
通しでございます。 
当社の配当方針は、長期にわたる安定的な経営基盤を確保するため内部留保の蓄積

に意を用いつつ、安定的な配当を実施することでありますが、この業績見通しを踏ま

えて、株主の皆様のご支援にお応えするため、従来普通株式 1株について最低 1円以
上としておりましたが、今般 1.5 円の配当として来る定時株主総会にお諮りすること
といたしました。 

 
２． 修正の内容 

 期 末 年 間 
前回予想（平成 16年 11月 26日） 1円以上 1円以上 
今回修正予想 1.5円 1.5円 
(ご参考)前期の 1株当たり配当金 1円 1円 

   注）・普通株式に関する中間配当は実施しておりません。 
     ・優先株式については所定の配当を予定しております。 
 



（ご参考）平成 17年 3月期業績見通し 
 

(1) 二行合算（北陸銀行＋北海道銀行） 
当社の主要な子会社である２銀行合算の当期業績見通しは次の通りであります。 

    （単位：億円） 
 経常収益 コア業務純益 経常利益 当期利益 
前回発表予想（A） 2,050 830 290 145 
業績見通し（B） 2,150 850 340 150 
増減額（B－A） 100 20 50 5 
増減率（％） 4.8 2.4 17.2 3.4 

 
   当期におきましては、企業向け貸出需要は依然弱含みで推移したものの、個人ロー

ンの増強、投資信託をはじめとした預り資産の増加による役務収益の増加、あるいは

デリバティブ関連商品の浸透等によって、経常収益は予想を上回る水準にございます。

また、経費面につきましても、経営統合に要した費用負担が発生したものの、統合に

よる合理化施策の展開等によって、経費全体の圧縮を行ってまいりました。この結果、

銀行の本業の成果を示しますコア業務純益は、当初予想を上回る実績となる見通しで

ございます。 
   不良債権処理につきましては、新規発生の減少あるいは企業再生の進展も見られる

一方、経営統合初年度として自己査定や償却・引当の基準統一を実施し、両行とも追

加の予防的措置を行ったほか、大規模なバルクセールも実施し処理を促進したことか

ら、計画を若干上回る処理額となる見通しでありますが、コア業務純益、有価証券の

損益等も加えた経常利益では平成４年度以降での最高水準を見込んでおります。 
 

  (2)当期の連結業績予想数値 
   上記の二行合算の見込みを踏まえ、昨年 9月の経営統合以降の北海道銀行の収益・

利益を連結した当社の連結業績予想は以下の通りであります。 

   （単位：億円） 
 経常収益 経常利益 当期利益 
前回発表予想（A） 1,900 210 100 
業績見通し（B） 2,030 270 110 
増減額（B－A） 130 60 10 
増減率（％） 6.8 28.5 10.0 

  注)北海道銀行の収益・利益は平成 16年 9月 1日以降分を連結 
   
   

   本資料に記載した業績予想は、平成17年5月13日現在の概数による予想値です。

このため、今後の決算確定までに変動する可能性があります。 

 

 

 

以 上 


